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stable equi1ibrium is po鴎 ible. Calculating this critical Ioad No， we obtained an 

approximate formula (8)， which is very simple. 

重ね板梁の挫屈にワ旬、て

第 1園に示ずごとく 2枚の薄板の爾端を剛僅の隔

て板に接着したものを考えよう。そのようた合成梁

の一端は水平に固定し，他端には N。たる霊直荷重

を加えるoそうすると各々の板には曲げモーメント，

引張又は堅縮麿力並に勢断慮カが生やる。重直荷重

Noが或る限度以下にあるときには板は或る費位を

生じそしてその扶態で釣合う。 Noが或る限界値に

蓬すると置き縮を受けている方の板は挫屈を起すであ

ろう。との限界値を求めてみよう。

左端 x=Oに沿いて板に加えられる引張力を T，勇断力を N，曲げモーメントを M

とし，左端から Z だけ距てコアとととろになげる縦費位を Vとする。画に

3ないて下の板に撃すする数値には“2"なる suffixを，又上の板に封ず

る数値にほ“ 1"なる suffixを，それぞれ付けて直別ナることにする。

板と板との間隔を b，板の至宝長をいやれもが 1であるとする。本文に沿

いては費位 yのごく小さい場合だけを取扱う。先す吉

川 +N:!=No， Tl+T~=O 

なる僚件式が成立てコを要する。便宜上

T1= -T， T2=+ T 

と書くととにしよう。餐位 vに霊ましては

EI33=G-m+乃

Fig. 1. A composite beam sUbjected 
.， to廿ansverseload. 

% 
Fig.2. 

State of resultant 
stress at the 
fixed end. 

それぞれ怒る微分方程式が成立たたくてはたらない。そしてとれをとくととにより，

/布一 一T-__ N1 _ • ，G1 Yl=A1 sin，/二:;oX+Blcos ，，/ -~crx一切+←ーJ' lI:l-I ...，) -~"' J' El- T ~ I T 

/'!'-_， T> ___1... /-T-_. N2 _ G!‘ 
Y2=A2 sinh ，/ ---';':;ox+ B2 cosh冒/. :..... x+ !:..;":!-x一一 2_J' EI~ I ...，:!-~"，.. J' El~' T ~ T 

と怠る。但し Al'Bl' A2' B2ほ任意常数である。

端の傑件としては(イ )x=uに長いて仇=0，d仇/dx=O;ぬ=0，dY2jdx=O (ロ )x=l 

，にゴないて仇=ぬ，dYl/dx=d仇jdxたるを要する。

傑件(イ)から

BI=-2¥ 

nu.
一T一一品

A. =./ El !f..~ -- . 一一-s-yヲl'T' 

A.，=-./亙 N2
一

--Y T T' 

叉曲げモーメントの関係から

…( 1 ) 

く15)

GJ+G2+ Tb=No 

たるを要ナるoEえに(ロ)の僚件によタて
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/万'7y-. ..... /一子戸 y N1  βA 
A1 sin';古l+Btcos y' 1.註l-"':F--l+ -'T-

/ヲ"".，..D _~~1.. /ヲ"7. N2， G 
=A州 1hjzrI+BzmhEZl+?-t-7 ・ (2) 

11 :;ωIlt-B11す nl:;l-~ E 官 1YEZSlzrt T 

/ T ___1.. / T 7 ，D / T ~=_1.. / T ，. N. =A21/ :;.，. cosh 1/一一件B旬←-sinh，/7t+弓手 …(3 ) 2y EI '-VOLl Y EI"r..LI~y El O .LU.LI Y EI"--'-'1 

4個の未知数常妻女 Gh G2， Nh T に望せして方程式が (1)，(2)， (3)の 8個ある。更に他の

1僚件〈最小仕事〉によヲて釣合の朕態が完全に定まる。しかしそうでない CriticalCase 

があ P得る。いま簡草のために

Ij安;?トl=

と3烏なき，上の方程式 (1)，(2)， (3)を書きかえると

01 1 G2 _ b 1 .No 
一一一一一 一一一一-lT I lT - l I T 

G2 11 ___1.. _.¥. Nt I sin αsinh α¥ 訪 (l-cosα)+jp(1-mhα)+-T-r-7)

=学(1一等三)

2-(αsin a)+会(一αsinhα)十字，1__(ωsαーωα)

=苧(1ー州α)

とたる。そして，もし同時に

0=1 1 1 。
1-cosα 1-:-cosh tX 

sinα-sinh α 
a 

αsmα 一αsmhα cosα-cosh α 

0=1 1 1 NT qb  l 

1-cosα 1-cosh α 学(1 S1ケ)

αsmα 一αsinhα 学(1-ωα)

…(4) 

…(5} 

たれば J..Vo，Tは確定する。上記の行列式を賓際に展開してみると， (めから

cosαcoshα=1 …(6 )， 

叉(めからは

~--=ーα土 (正竺osα)(~inhα-tana) 一…(7}
T - .... l [coshα(αsin α-1)+cosα+sinhα(αcosα-sinα)] 

がえられる。 (6)に遁する--?の略近解を

α=2z+Sboom 

く16)
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ととり，とれを (7)に代入するときは略近的に

No _ 2b 
']:--" 

となる。とれより

Ellb、
Nn=44.4一一ι-)u---.-l2 ， l I 

たる略近公式カ鳴られる。

賞験 b=O.89mm，l=15.4mm， EI=2x105gr， mm2=2kgcm2 なるセルロイド板2枚

を用いて実験したととろ No(Critical) = 18 grであった。上式 (8)によれば No(Cr.) 

=22.1gr となる。但しとの賓験は少し粗雑に過ぎるのであヲて，今少しく精密友賓験を

行うぺく準備を進めている。

…(8 ) 

廻樽櫨焼成法に依るア Jレ iナの製造研究(第 4報)

昭和23年 (1948)2月25日受理 山 口 太 郎*

Taro Yamaguehi: Studies on the Produdion of Alumina by the Sintering 

Proeess in the Rotary Kiln (4). In Soda-Lime Process， the red mud sometim倒的

much swells not to be able to be seperated from i胞 motherliquor. Experiments 

and discussions carried to explain the mechanism of this phenomenon， wi1l be described 

in this paper. 

第 3節溶出残澄の性赦‘

本章の胃頭で述ペ'k様に，溶出残澄は溶出傑件に依てコτ，著しく膨澗するととがある。此

の現象は既述の溶出率低下の現象と共に，曹建石友慮理法の癌とも稽ナペきもので，某工場

に於ては，此のために溶出液残澄との分離が全く不可能に陥った事が屡 Eであったと聞い

て居る。

~1. 溶出温度及び時間と膨澗との関係

Table 49に示す様な化皐成分を持。た爆塊 50grに封して， 5倍量のソーダ混液を加

え，所定温度に所定時間加熱携搾し，直ちにメス ~JJ:/グーに移して放置し，魔理残澄の

最低容積を測定した。結果は~Fig. 20の如くである。

Table 49. Chemical analy田 ofclinker. 

[c] 
[AR] + 商

1.19 

* 工博，慶慮義塾大事教授， Dr. Eng.j Prof. of Kei常ijukuUniversity. 
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